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パーソナルスコープ 

VeHeman　ModelHPS40 

取扱説明書 

このたびは、パーソナルスコープModel HPS40をお

買い上げいただきあリガこうございます。
木器は信頼性の高いオシロスコープです。
お使いになる前にこの取扱説明書をよくお読みになり、
本器の操作に充分慣れて下さい。お読みになったあと
は後日お役にたつここもありますので必す保存して下

マルチ計測器株式会社
〒10卜0023　東京都千代田区神田松永町15

三友ビル3F

電話03－3251－7013　FAX O3－3253－4278

1．　』ゝ安全」二の注意

完璧な状態と安全な操作を保つため、オペレーターは取扱説明書の「安全上
の注意」をよくお読み下さい。
この取扱説明書には木器についての安全な操作方法と取扱い方について必要
な案内や参考事項ガ書かれています。本器をご使用になる前に取扱説明書をよ
く読み、ガイドラインに従って下さい。取扱説明書や警告、注意、参考事項に
従わない場合、障害事故や故障の原因になり得ます。

∠王ゝ警告！ 
感電の恐れガあります。 
●危険ですので、木器のカバーを外した状態で測定しないで下さい。 
●ACアダプターを使用する場合は、充電式電池以外の電池はすべて外して下 
さい。 
●振動の激しい場所、磁界の強い場所や湿度の高い場所での保存および使用 
は避けて下さい。 
●本器の最大入力は100〉ピーク（AC†DC）です。障害事故や損傷を防止するた 
め、最大入力や入力保護範囲を超える測定は行わないで下さい。 
●測定前には必すテストプローブに破損や絶縁不良等ガないか確認しそ下さ 
い。 

●DC60V、AC30Vの電圧レベルでは感電の恐れガありますので、絶対に濡れ 
たままの手で測定しないで下さい。 

2．　特長

●ハイコントラスト、広い角度で見やすいバックライト付しCD表示
●時間軸レンジ（丁血e／dlV〉および垂直軸（Volt／diV）の自動設定ガ可能

●卜Jガーモードはrun、nOrmal、OnCe、rOH、S10Pe†／－の機能付

●ピーク測定は最大値、最小値こP－P（Peak to Peak）測定ガ可能

●AC測定はAC rms、dB（リラティプ）、dBVおよびdBm測定ガ可能

●AC＋DC測定はDC、AC、rmS、dB、dBVおよびdBrn測定ガ可能

●×10プローブ使用に対して計算表示機能付
●X／Y表示移動機能付
●マーカー機能で測定ガ簡単
●オートパウーオつと連続測定の両機能を選択可能
●電池電圧低下表示機能付
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3．　仕様

チ　ャ　ン　ネ　ル　数

サ　ン　プ　ル　レ　ー　ト

周　　波　数　　帯　域

入力インピーダンス
最　　　大　　　入　　　力

入　　　力　　　結　　　合

垂　直　軸汀〉　分　解　能

ト　リ　ガ　ー　モ　ー　ド

ト　リ　ガ　ー　レ　ベ　ル

L C D　　　表　　　示

信　号保　存　メ　モリ　ー

dBm測定（OdB柑＝0．775V、600口）

dBV　測定（OdBV＝1V）

真の実効値（Tr〕e rmS）測定

Peak to Peak（P－P）AC測定

時　　　間　　　軸　　（X）

垂　　　直　　　軸　　Ⅳ）

プ　ロ　ー　ブ校　正　出　力

電　　　　　　　　　　　源

：ノ

：1

：租Ms／秒（単発信号に対して10Ms／秒）
：訓Hz（5州／div）～12MHz（50mV、1V、20〉／div）

：1Mくつノ佗OpF（標準オシロスコーププローブ使用）

：100V Peak（ACIDC）、200V P－P（AC）

：∝、AC、GNO

：8bit±1bitリニアリティ

：rU［、〔0rmal、0nCe、rO＝（1S／divより遅いタイ

ムベース）
：8ステップ

：112×192ピクセル、LEDバックライト付
：256サンプルおよび2メモリー、179サンプル表

示、256サンプル（×軸移動にて）
：－73dB～†40dB（十60dB、×10プローブ使用にて）

±0．5dB【精度）

：－75dB～†38dB（†58dB、×10プローブ使用にて）

±0．5d8（精度）

：0．1mV～80V（400V rms、×10プローブ使用にて）

土2．5％（精度）

：0．1mV～160V（1mV～1000V、×10プローブ使用に

て）±2％（精度）
：町nS～1hour／引V（32ステップ）

：加〉～20V／d弓V（×1プローブにて）（12ステップ）

幻mV～200〉／diV（×10プローブにて）（12ステップ）

：約飢Hz／4．馴P－P

：1．訓単三アルカリ電池×5またはNICd／NiMH電池

またはACアタフター（9V OC、300mA、安定化さ

れていないACアダプター）
（12V DC、300mA、安定化

されたACアタブター）
：170mA、240mA（バックライト使用）、スタンバイ

電流600抽以下

：m～50℃

：105×220×35mm

：約540g（電池を含む）
：取扱説明書
テストプローブ
保護用ホルスター
ハード辛やリンクケース
：ACアダプター
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5・俵月∃百百の準備（電池の装着）

電池を装着するには本体裏面の電池カバーを外し極性を確認して付属の単三
アルカリ電池を5本装着して下さい（囲3）。

図3

装着したら必す電池カバーをもととおりに取り付けて下さい。
オプションのACアダプターを使用する場合は付属の単三アルカリ電池は外し、
プラクを接続して下さい（図4）。

囲4
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4．　電源tここ‾二つし＼‾てこ

本器の電源は通常付属のアルカリ電
池を使用しますガ、充電タイプのNiCd
電池およびオプションのACアダプター
も使用できます。
ACアダプターを使用する場合は、危
険ですのでアルカリ電池は本休より外
して下さい。
また、充電タイプのNiCd電池を使用

する場合、NiCd電池（800両／h）ガ完全

に放電された状態で充電すると約12時
間の充電時間を要します。充電中はフ
ロントパネル上のし〔Dガ点滅します（図
1）。充電後は800mAhタイプで約8時間、

500mAhタイプのNICd電池で約5時間使

用するここガできます。
電池電圧ガ使用電圧より低下するこ

園1

「Low Bat．」のマークガ点滅しますので

（図2〉電池を交換して下さい。また、MCd電池の場合は充電して下さい。

図2
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6．　各告βの名称とこ接続にこっし＼‾て＝

1．BNC入力コネクター（最大100Vp、AC†DC）

2．ACアダプター接続コネクター
3．RS232出力ジャック

4，電池収納部

5．×10プローブテスト信号
6．シリアル番号

図5
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7．　表示画面の説明

4 5 6 7 8 9 ミ17 
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図7

1．億号の表示ポジション
2．トリガーポジションおよびトリガースロープ表示
3．左右および上下のマーカーおよびグリッド表示
4．TIme／dlv表示

5．左右マーカー間の時間
6．左右マーカー闇の時間から計算された周波数表示（1／dt）
7．上下マーカー闇の電圧値

8．測定値、最大4つの測定値を表示（表示画面の選択によって異なります〉
9．トリガー情報、表示ホールド、入力結合
10．×1または×10のプローブの設定表示
11．Volt／dlv表示

12．選択されたマーカー番号表示（Marker1－2キーを押したとき）または電源電

圧低下表示
13．小さなドットマークはマーカー位置を示す

一6－

電源オンした後、現在の測定デー
タはRS－232出力コネクターにより

常時送信されます。
データをPCに取り込むにはイン
ターネットで〉［LLEMANのサイト

（http：／／www．veHeman．be）からソ

フトウエアをダウンロードして下
さい。このソフトウェアを使用し
てメモリーに保存したデータと現
在末出力のデータをPCに取り込む
ことガできます。

1ロト1≦ノdiU EHH亘；… 15．6kH＝き… ロ．5日己U二：：： 1．ヨ21U審 旺Ⅷ【）〔： Pr■・0ヒせ〉ミ1 ロ．5Ll′diu Tr・an三ni � 
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RS232ケーブル：

3．知mステレオジャック　　　　　　　　　Dサブ9ビン（メス）

匿塾コントラストの調整

匡塾キーを瞬間押すとLCDのバックライトをオン／オフすることガできます。

注意：バックライトはキー操作ガ行われない場合、1分後に自動的にオフとな
ります。

匿塾キーを押し続けると画面のコントラストガ変化しますので、一番適切な
コントラストのこきに押すのを止めて下さい。

園設定メニュー表示

「Display setup」キーを約2秒間押すと設定メニューガ表示されます。

設定を変更するには、■ト▲▼のカーソルキーで選択を移動して「DほPlay
SetUP」キーを押し、チェックマークを入れ替えます。変更後、「DほP】ay
Set］P」キーを約2秒間押してもとの画面にもどります。これで新しい設定に変

更されます。
－8－

∈き．　ミ貝り定方法

注意：●各キーの・こ－のマークは、瞬時にキーを押した場合（・）と2秒以
上押した場合（－）の機能こ対応しています。
●■ト▲▼のか－ソルキーここもに操作される機能は画面右下に機能の
内容ガポップアップします。
●機能選択後約10秒間キー操作が行われない場合、選択された機能は解
除されデフォルトのト〉／divのモードにもとります。

匡塾電源オンオフキー

瞬時でキーを押した場合はオート
パワーオフ機能（約15分後）ガ働い
て電源オンこなります。
約2秒間キーを押した場合はオー
トパワーオつ機能は働かすに電源
オンとなります。
スタート時の表示の一番下にオー
トパワーオフモードと送信の状態
ガ表示されます（園8、9）。

紺朗嗣摺弘蘭描線細野革 

糾蔚頚芦彗喜砲匿碧 
Ruto　PouerOFF　Tiner・diさるbl＿ 

注意：「Memory」キーガ電源をオフする前に押された場合は、再び電源をオン
したこきにメモリーホールドされた波形ガ表示されます。

－7－

図12

注意：チェックマークは現在選択されている機能を表示しています。
この設定メニューモードでは、幸一操作ガ10秒間行われない場合、自動

的にもこの操作モードにもとり選択された設定はキャンセルされます。
また、■ト▲▼のカーソルキーは自動的にタイムベース（T血e／div）と感

度（〉01t／d弓〉）の操作用キーとなります。

設定モード：

Scope；通常のスコープモードです。
Demo：デモモードになり画面のデモガ次から次へ表示されます。
YcaL：Auto設定モードにおいてY軸の位置ガ正しくない場合、信号の中心

位置を校正します。
About∴スコープのソフトウエアのバージョンガ表示されます。
注意：デモモードおよびAboutモードの解除方法は次のこおりです。
「DほPほyset］P」キーを約2秒間押して再度設定メニューモードにし、

スコープモードにチェックマークを入れます。変更後「Displayset－
〕P」キーを約2秒間押して確定するとスコープモードにもどります。

Autopower offTimer：15分、1時間、オートパワーオフなし（Never）から選

択できます。
注意：オートパウーオフ機能ガ動作している場合、最終画面を保持します。
また、操作上、タイムベース伊仙【／div以上に設定された場合、オー
トパワーオフ機能は自動的に解除されます。
NeVerガ選択されるこバックライトは常時オンこなります。

Dyn，DPL：DhamicとManualを選択できます。

Dynamicモードごは、画面表示デザインガ×ポジションおよびマー

カーの位置により自動的に最良の分解能表示に変わります。
Man〕aほ－ドでは、画面表示デザインは選択された画面に画定され
ます。

－9－



RS232送信モード：

ASCH：AC＝モードにて、0～256のサンプルデータと設定ファイルガロール
モード中または電源オンの後、送信されます。

Bimry：Bi【aryモードにて、0～256のサンプルデータと設定ファイルガロー

ルモード中または電源オンの後、送信されます（ソフトウェアによ
り選択して下さい。Ve＝emanウェブサイトhttp：／／ww．veHernan．be

を参考にして下さい）。

園表示画面デザインの変更

スコープ表示において「Di印Iay set］P」キーを釈時に押すと、表示部右下に
「Display」ガ瞬間表示され、表示デザインの変更ガ可能になります。・lこト

のカーソルキーで様々なデザイン画面を選択できます。また、▲と▼のカーソ
ルキーで様々なスケール目盛の画面を選択できます。

国測定項目の選択

スコープ測定後匡塾キーを押
すとメーター画面の表示になり
ます。

くト▲▼カーソルキーで希望す
る測定項目を選択写ると右側に

測定値ガ表示されます。

レヘ了、J勺巨
1．1日2u・㌧口先
1「．6dBU空　　指：昌ヨ監～
5□H三ノdlVl・un　＝＝　L肘／dlV Dl三．Plaリ

●　ニJ �� ���デ 

璽主 筆＋ � �Re占冠ou ��ヨ ���′ ���口．112U＝ ロ．5111Uへ′ 1・ヨ21U審 一口ヨ．HdBM～ 

振＼詣U、． ����Uと′ dE軋l空 ��U十2n u～己先 
U⊥ �d［叶l～ ���dBmと ��bJ：＝≡穴 

dB～ �� �dFと＼ ��dB「∈・r n⊂ln∈■ 

⊥JU �� � �� �� �� 

j一等　‾「 �� �� �� 

図23

1．DC電圧測定Ⅳ＝）

選択するこDC電圧測定値を表示くDC入力結合を選択したこき〉します○

注意：V＝を選択し匡≡ヨキーを押して下乱い。スコープモードにもとります。
DC電圧測定の前に、DC結合表示【＝）において「GND」キーを押し続けて

下さい。「00．00〉」ガ表示され、ゼロオフセットガ実行されます0
次に「Auto」を押してrunモードで測定します。

－12－

注意：表示値の数はデザイン画面で異なります。
●マーカーガ表示されていない場合に、10秒間キー操作ガ行われないこ
■ト▲▼のカーソルキーは自動的にタイムペース（Time／diV）と感度
（Volt／dlV）の操作用キーとなります。

●「Maker1－2」の操作でもマーカー表示をアクセスできます。

国メーター表示の設定

国キーを押すと、スコープモードの各デザイン画面からト4のメーター
表示画面を設定できます。設定方法は次のとおりです。

1．国キーを押すと最初のM打ER－1の画面とマーク位置が表示されます。一l
ト▲▼カーソルキーで希望するマーク位置を選択します（図18、メーター1
表示設定）。
乙国キーを押して腔TER－2の画面を表示します。■lト▲▼カーソルキーで
希望するマーク位置を選択します（図19、メーター2表示設定）。
3．∈ヨキーを押してM訂ER－3の画面を表示します。一lト▲▼カーソルキーで

希望するマーク位置を選択します　く図20、メーター3表示設定）。
4．∈≡lキーを押してMET［R－4の画面を表示します。・lト▲▼カーソルキーで

希望するマーク位置を選択します（図21、メーター4表示設定）。
良ト4までの設定ガ終了したら国キーを押して確定します。画面はスコー
プモードにもとります。
6．これでメーター表示画面の設定ガ登録され、国キーを押すここにより
メーター表示画面は1～4の画面に切り替わります。

注意：スコープモードデザイン画面によっては、METER－1の設定しかできない
場合かあります。

乙最大電圧測定値α†）
ゼロ位置とプラスピーク値間の電圧を表示します。
3．最小電圧測定値Ⅳl〉

ゼロ位置とマイナスピーク値間の電圧を表示します。
4．Peakto Pcak（P－P）電圧測定Ni）

Peak to Pcakの電圧値を表示します。

5．真の実効値測定Ⅳ～）
AC測定値を真の実効値で表示します。
6．dBV測定（dBV～）

AC測定値をdBVに変換表示します（OdB＝1V）。

7．dBm測定（dBm～）

AC測定値をdBmに変換表示します（OdB＝0．775V）。

8．d8測定（dB～）

AC測定値をdBに変換表示します（OdB＝dB ref．）。

9．真の実効値測定Ⅳっご）

AC十虹測定値を真の実効値で表示します。
10．dBV測定（dBV二と）

AC†虻測定値をdBVに変換表示します（OdB＝1V）。

11．dBn測定（dBmeご）

AC†忙測定値をdBmに変換表示します（OdB＝0．775V）。

12．dB濠I定（d8＝ゴ）

AC†肛測定値をdBに変換表示します（OdB＝dB ref．）。

注意：オーディオパワー計算測定
2、4、8、16、32〔つの負荷インピーダンスでオーディオパワー計算測定を行

います。インピーダンスを変えるには「附2くつ」を選択してトカーソル
キーを押して下さい。2くつ～32くつの範囲で設定できます。

1 ���� �14 � ��15 � 

R∈・．∋d⊂－ut－1　　＼ ���� �r � 

U＝ �U～ dBU～ dBnへ・ �Uと dBUと dE‡Fl・Ⅴ �l �U十己穴 山～≡n U空2n dBl、e nOrle 

U十 U↓ 

U＄ �dB～ �dEと � ���1■■－■m月■ ロ．51LllJ～ 1．ヨ21し博 一ロヨ．Hd臣n～ 
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13．ACrmsパワー計算測定Ⅳ～2くつ）

AC rms計算をインピーダンスを変えて計算測定します0

14．ピークパワー計算測定用†2くつ）

ピークパウー計算をインピーダンスを変えて計算測定します。
T5．AC十DCパワー計算測定什～2Q）

AC†虻パワー計算をインピータンスを変えて計算測定します（通常のオーディ
オにはDC成分を含んでいません）。

注意：●入力信号ガ大きすぎてはみ出
した場合、測定値は？？？と表
示されます（図25）。
●スコープ表示において「DIs－
play」キーを瞬時に押すと、
表示部右下に「DIsplay」ガ

瞬間表示され、表示デザイン
の変更ガ可能になります。
■こトのカーソルキーで様々
なデザイン画面を選択できま
す。また、▲こ▼のカーソル
キーで様々なスケール目盛の
画面を選択できます。
「Display」キーを押してか

ら10秒後に自動的にもとの
モードにもとります。
●1S／divより遅いタイムベース

が選択された場合は図26のよ
うな表示になりますので注意
して下さい。

国シ
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ブナルマーカー 

品1□l唱′′diL1 1．ヨ21し時 四国DC Pr。be・：採1 � 

V　Marker・－2 

＼／
郎0　　　畷去

匠国キーを押すと左右（1）および（2）ならびに上下（1）および（2）に計4本の
マーカーガ表示されます。
マーカーを左右に動かすには■こトのカーソルキーを使用します。マーカーを
上下に動かすには▲こ▼のカーソルキーを使用します。

詔黒岩諾翌葦貿話詣詔認量許
を押して下乱、。左右のマーカーを波形の1サイクル分に設定するここにより
周期測定を行います。
囲30－2は周波および周波数の表示です○
波形のピークに上下のマーカーを設定するここにより＼図30－3の表示位置にP一

誌雫語講習詫言二召二霊芝孟芸諾警告諾もと。ます○

注意：●Dynamlcモードにおいては、左右マーカー（タイムマーカー）および
上下マーカー（電圧マーカー）を使用するここにより、最良の表示レ
イアウトガ得られます。
●表示値はマーカー表示に置き換えられる場合ガあります。
●選択されたデザインによりすべてのマーカーガ表示されない場合ガあ
ります。

一16－

圏プローブの設定

テストプローブは×1こ×10に設定で
きます（図27）。！画キーを押すと「10」
のシンボルマークガ表示され自動的に
10倍の測定侶ガ表示されます。設定し
たプローブに合わせて実際の測定値を
表示することガできます。

テストプローブの校正方法：
図28のように電池カバーを開けて校正
唐号の出力端子にプローブの先端を接
続して下さい。設定方法は下記のとお
りです。
●テストプローブは×10に設定（本体
は×10表示）

●1V／divに設定

●0．1mS／dlVに設定

●AC入力結合に設定

図29のように正しい波形ガ得ら
れるようにテストプローブのBNC
コネクターの上矧こある調整ノ

ブを調整して下さい。

匡≡表示のX－Y槻

図31

一15－

匡詔キーを押すと表示右下に一瞬rX／YPOS」と表示されX／YPOSモードにな
ります。・lト▲▼カーソルキーを押すと表示を左右上下に移動することガでき
ます。カーソルキーを押し掃けるこカーソルが速く動きます。
黒く表示されたパーの位置（図31－1）は信号表示の全体に対する相対位置を示
しています。

注意：●ホールドモードではY方向に移動することはできません。
●メモリーには256サンブリンクを保有できますガ、X軸の表示は限られ
ているため左右に移動してすべての保存した表示を見るここガできま
す。
Dyna両CモードにおいてはX軸方向ガ移動すると昂も広い表示レイアウ
トガ選択されます。
●マーカーガ表示されていない場合および10秒間キー操作ガ行われない
場合、カーソルキーはタイムベース（TTme／div）と感度（Volt／dfv）の設

匿詞入力括合（加プリンのの選択

入力信号により匿ヨキーを瞬時に押すここにより、AはたはDCの入力鯖合に
切り替えることガできます。医舵の2はDC入力結合のマーク表示で、図33の3は
AC入力結合のマーク表示です。
OC電圧のリップルを測定する場合はAC入力結合で測定して下さい。AC成分のみ

盈己謹話忘楚栗毛讐莞三℃監誌。DCゼロ位置のトし‾ス

ー17－
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国自動波形表示設定機能

国キーを押した後に▲と▼のカーソルキーを押して感度（Volt付V）の設定
を5mV／dlV～20V／dlv（50rnV～200V／div／×10プローブにて）の範囲で変えるここ

弄莞；′原語壷忘霊芸宣誓巨男きき誓書謎誓‾を押してタイムベ‾ス

注意：●感度およびタイムベー
スを変更するこオート
レンジモードは自動的
にオフこなります（図
38）。

●ホールドモードにおい
て国キーを押すと
ホールドされた波形を
メ話誓㌫雷雲園

【 38 � �肌 

2．1Llヨu～聞 �□H．6ヨU′－ 1ヨ．HヨLl傘 

5□いさ′diul∧un・V　己U′′diu　t－tJ∧］iL● 

メモ　二二された波形を表示することができます。メモリーされた波形
の表示には「Mem．」のマークガ表示されます。

現場から波形を持ち帰り後で観察する場合に便利です。
●1uSより速いタイムペースにおいては連続波形の表示のみ可能です。
●タイムペースを操作する場合はエイリアスを防くために250nS／divの
速いタイムペースより開始し、適正な波形を得ることをおすすめしま
す。

ll≡） トリガーモードの設定

図39　　　　トリガー緒姶

一口日．ヨヨlJ王

∃M1日．口亘　＿娼：主監：‡
lnlrl／dlUrOll＝　リU．／dll・　t－U′dlV

一20－　　　　　　図42

匡ヨキーを押すとすべてオートレンジで波形表示します（図34）。
この自動波形表示機能では迅速な測定を可能にし、マニュアル設定で波形表示
を見つけられなかった場合に使用すると便利です。

オートレンジガオンの場合（園34）：
●Time／divとVoEt／dIVの設定表示ガ白黒反転しています。

●入力信号に対応した最適なレンジでタイムペースと感度設定ガなされます。
●2uS／dIvより遅いタイムベースではオートトリガーで動作します。

●2uS／divより速いタイムペースではノーマルトリガーで動作します。

●最も遅いタイムペースは5mS／divです。

●最も速いタイムペースは250nS／divです。

●Y軸は中心位置になります。

オートレンジガオフの場合（図35）
●Tirne／divとVolt／div設定表示

は通常の表示です。
●カーソルキーでタイムペース
mm／d川）と感度（Volt／dlV）

を設定変更することガできま
す。

注意：タイムペースと感度を変
更またはトリガーモード
に変更するここにより、
オニートレンジをオフに切
り替えます。

匡国 入力感度およびタイムベースの設定変更

一19－

トリガーモードを設定するには匡国キーを押して下乱、。
次に■カーソルキーを押すこトリガーモードをnorm、r］［、0〔Ce、rO日と切り

替えるここガできます。
トカーソルキーを押すとトリガースロープを切り替えるここガできます。
▲と▼カーソルキーで垂直方向の波形の位置で移動することガできます。

トリガーモードの説明：

〔Orm：ノーマルトリガーモード

設定されたスレツシヨルド値で入力信号ガトリガリンクされます（図39）。
ru〔；オートトリガーモード
自動入力信号をトリガリンクします。DC信号を測定するときに使用する
と便利です。また、一番多く使用されるモードです（図40）。

0〔Ce：ワンスモード

トリガリンクの後にサンプリングを開始してホールドします。ピーク電
圧等短い単発信号を検知するのに便利です（国41）。

「011：ロールモード

ロールモードは1S／dFvより遅いタイムベースにて使用できます。連続し

たサンプリングで□JJンクを行います。DC信号の動きを記録するのに
使用すると便利です（図42）。

注意：●トリガーモードにすると自動的にオートレンジモードガオフになりま
す。
●1S州Vより遅いタイムベースではDC入力結合になります。
●ノーマルトリガーモードは1uS／divより速いタイムペースで動作しま
す。
●トリガーモード中にマーカー表示ガない場合、キー深作後10秒後に
カーソルキーはタイムペTス（T血e／div）と感度（Volt／div）の設定に使
用できます。

トリガースロープの説明（図43、園朝）：

トリガーモードにおいてトカー
ソルキーを押すとトリガース
ロープを切り替えるここガでき
ます。

国昭



い、こい 画面のホールド

園44

注意：トリガリンクとサンプリング問の遅れのために、速いタイムベースで操
作した場合に立上ガリ、立下りの表示が異なる場合ガありますので、注
意して下さい。
マーカーガ押されていない場合および10秒間キー操作ガ行われない場合、
カーソルキーはタイムペース（丁血e／d圧）と感度（〉olt／diV）の設定に使用
できます。

トリガーレベルの説明：
トリガーモードで▲こ▼のカーソルキーを押すとY軸の位置ガ移動します。Y軸
を移動することでトリガーレベルの移動ガ有効になります。

∧2【］い呈ノdiU 1611トIsぎ≡ 6．ロヨkH三日 

′′ J J J l／ ��　　　　ノ■ l　　／ �‖ ＼三 

U ��1∃．2□U二：：： 巳H．6ヨU・、 1∃．HヨU峰 15．6d［抽1～ r・unRC YPr・Ob∈・X1 2U．′diu t－しレdi・J 

く　　　　　　＞ 2．1叫∃u～巳飛 

注意：マーカーガ押されていない場合および10秒間キー操作ガ行われない場合、
カーソルキーはタイムベース（Time／div）と感度（Volt／dlv）の設定に使用
できます。
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国甲をPCに送信する方法

RS－232信号出力を使用して測定

画面をPCに送信するここガでき
ます。
ホールドモードにおいて国
キーを押し続けて下さい。スク
リーンビットマップ（BMP）ファ
イルをPCに送り込みます（デー
タ取込用ソフトウエアはウェブ
サイト（http：／／ww軋〉Hlem肌

窪㌫蒜謀議琶認0
すこ画面をホールドします。
通信状矧は図49の1のように、送信中

リセット機能

図50の1の位置にリセットボタ
ンガあります。
ビン等を差し込んで約10秒間リ
セットボタンを押し続けて下さ
い。
本器は工場出荷時の状態にリ
セットされます。

園4g　　　　　＼Ⅶ

「Tra【Smlt」のマークガ表示されます。

－24－

団キーを押すと画面をホー
ルドするここガできます。この
機能は後でマーカーを使用して
測定したり、表示デザインを選
択して葡察するのに便利です。
再度国キーを押すとホール
ドモードは解除されます。

辿凸真∠建議
ロH．6ヨUへ・
一望崇1監FJ′。1了≡濫

注意：●ホールドモードでは通常のキー操作は行えません。
●図46の1の位置に「Hold」マークガ表示されます。

国画面の保存方法

喜ノ冊八ノⅦ室賀
ロH．6ヨしト
ロH．6ヨU～　　lヨ・55桝15・EdBn～
5ロト一三／dlLJにⅧ＝　2U′dlU StOre

キーを押してホールドじ言す。　　図47

国メモリーの呼び出し方法

1．国キーを押して波形を
ホールドして下さい。
2．「trigger」キーを2秒押して

波形をメモリーします（波形
1）。「Store」のマークガ右下に

瞬間表示されます（図47の2）。
3．新しい波形を入力して国

前項（画面の保存方法）での二つ
の波形を呼び出すには匡ヨ
キーを押します。二つの波形ガ
交互に表示されます。
メモリーされた波形の表示には
「Mem．」マークガ表示されます

（図48の2）。

注意：この保存と呼び出しの機
能はホールドモードのこ
きのみ有効です。

匿！46
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トラフJLシューティニノブ　Q＆A

Q：画面ガ白くなり何も表示されない。
A：●電源ガ供給されているかチェックする。

●コントラストの調整ガ適正かチェックする。
●リセットボタンを約10秒間押す。

Q：RMS表示ガ正しくない。

A：●表示の波形の周期ガ1サイクル分表示されてい乱、0少なくこも2サイクル
分ガ必要。

Q一スコープ表示しない。

A‥●タイムベースの設定ガ乳、0匹ヨキーを押して自動波形設定にしてみる。
●ホールドモードになっていないかチェックする。
●トリガーモードの場合、0nC臓能になっていないかチェックする。
●トリガーレベルの設定ガ適切でない0rU〔機能にしてみる。
●Y位置ガ乱い0校正を必要とする（9ページ「Y－Cal．」を参照）。
●入力信号ガ高すぎるOV0比価Vの設定を変える。

8：周波数表示ガ正しくない。
A＝●タイムベース（time／dFV）の設定ガ悪い0250nS／divより開始してみる。

Q：電圧値ガ正しくない。
A‥●テストプローブガ×10になっていないかチェックする。
●電池電圧ガ低下している。
●ゼロ設定ガDC測定において正しく設定されてし俺い。
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